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平
成
二
十
四
年
度
共
存
学
フ
ォ
ー
ラ
ム

　「
震
災
復
興
と
文
化･

自
然
・
人
の
つ
な
が
り
　
―
岩
手
三
陸･

大
槌
の
取
り
組
み
か
ら
―
」
講
演
記
録

日　

時　

平
成
二
十
五
年
二
月
十
七
日（
日
）十
時
～
十
七
時
四
十
五
分

場　

所　

國
學
院
大
學
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
一
階
常
磐
松
ホ
ー
ル

　

第
一
部　

基
調
講
演　
　

司
会
＝
茂
木
栄
（
國
學
院
大
學
神
道
文
化
学
部
教
授
）

　

・
基
調
講
演
一
＝�

小
島
美
子
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
名
誉
教
授
）「
震
災
復
興
に
伝
統
文
化
の
力
を
ど
う
活
か
す
か
？
―
郷
土
芸
能

と
人
々
の
く
ら
し
―
」

　

・
基
調
講
演
二
＝�

佐
々
木
健
（
岩
手
県
大
槌
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
長
）「「
逆
境
に
立
ち
向
か
う
」
―
震
災
か
ら
の
復
興
に
自
然

と
歴
史
と
文
化
を
―
」

　

第
二
部　

個
別
報
告　
　

司
会
＝
黒
崎
浩
行
（
國
學
院
大
學
神
道
文
化
学
部
准
教
授
）

　

・
個
別
報
告
一
＝�

十
王
舘
勲
（
大
槌
稲
荷
神
社
禰
宜
）「
避
難
所
の
口
伝
と
と
も
に
」

　

・
個
別
報
告
二
＝�

佐
藤
一
伯
（
御
嶽
山
御
嶽
神
明
社
禰
宜
）「
後
方
支
援
者
と
し
て
の
神
社･

神
職
」

　

・
個
別
報
告
三
＝�

吉
田
律
子
（
真
宗
大
谷
派
僧
侶
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
サ
ン
ガ
岩
手
代
表
）「
つ
く
る
、
つ
な
が
る
、
つ
ど
う
―
明
日
へ
の

一
歩
、
希
望
の
針
―
」

　

・
個
別
報
告
四
＝�

小
野
仁
志
（
陸
前
高
田
ま
ち
づ
く
り
協
働
セ
ン
タ
ー
長
）「
地
域
の
自
立
を
支
え
る
中
間
支
援
と
は
？
」
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・
コ
メ
ン
ト
＝
板
井
正
斉
（
皇
學
館
大
学
現
代
日
本
社
会
学
部
准
教
授
）「
支
援
す
る
側
・
受
け
る
側
の
境
界
を
超
え
る
と
は
」

　

・
全
体
討
論　
　

司
会
＝
黒
崎
浩
行
（
國
學
院
大
學
神
道
文
化
学
部
准
教
授
）・
古
沢
広
祐
（
國
學
院
大
學
経
済
学
部
教
授
）

　

本
記
録
は
、
平
成
二
十
五
年
二
月
十
七
日（
日
）に
國
學
院
大
學
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
一
階
常
磐
松
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
、

平
成
二
十
四
年
度
共
存
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
「
地
域
・
渋
谷
か
ら
発
信
す
る
共
存
社
会
の
構
築
」
研

究
事
業
）
の
基
調
講
演
・
個
別
報
告
・
全
体
討
論
の
内
容
を
そ
れ
ぞ
れ
収
録
す
る
。

　

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
へ
の
鎮
魂
の
思
い
を
胸
に
秘
め
な
が

ら
、
被
災
地
で
進
め
ら
れ
て
い
る
復
興
へ
の
歩
み
を
焦
点
と
し
て
、「
震
災
復
興
と
文
化
・
自
然
・
人
の
つ
な
が
り
」
と
題
し
て
開
催
さ

れ
た
。

　

被
災
地
に
お
い
て
は
、
瓦
礫
の
撤
去
・
道
路
の
復
旧
・
仮
設
住
宅
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
計
画
が
進
め
ら
れ
る
一
方
で
、
人
々
の
暮
ら
し
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
文
化
面
の
再
建
も
重
要
視
さ
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
豊
か
な
自
然
・
伝
統
文
化
を
育
ん
で
き
た
東
北
地
方
・
三
陸
一
帯

は
、
祭
り
や
神
楽
な
ど
の
郷
土
芸
能
が
人
々
の
日
々
の
暮
ら
し
と
深
く
結
び
付
き
継
承
さ
れ
て
き
た
地
域
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
文
化
的

な
力
が
改
め
て
震
災
復
興
の
過
程
に
お
い
て
再
生
の
原
動
力
と
し
て
見
直
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
ま
た
防
災
面
で
は
、
か
ろ
う
じ
て
被

災
を
免
れ
た
神
社
や
寺
院
な
ど
の
施
設
が
避
難
所
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
た
こ
と
や
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
地
域
文
化
の
結
節
点
と

し
て
の
役
割
を
再
評
価
さ
れ
る
動
き
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
実
状
に
着
目
し
て
、
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
第
一
部
は
伝
統
文
化
・
歴
史
・
自
然
に
基
づ
い
た
東
北
復
興
の
可
能
性
に
つ
い

て
の
基
調
講
演
、
第
二
部
は
復
興
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
岩
手
県
大
槌
町
の
事
例
を
中
心
と
す
る
個
別
報
告
が
お
こ
な

わ
れ
、
最
後
に
全
体
討
論
に
お
け
る
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
し
て
、
今
な
お
震
災
復
興
の
途
上
に
あ
る
人
々
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の
暮
ら
し
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
文
化
の
あ
り
方
を
改
め
て
考
え
る
機
会
と
な
り
、
同
時
に
今
後
の
共
存
学
に
お
け
る
課
題
を
再
検
討
す
る

機
会
と
も
な
っ
た
。
当
日
お
越
し
頂
い
た
講
師
の
皆
様
、
会
場
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
皆
様
一
人
ひ
と
り
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
深
く
御
礼

申
し
上
げ
た
い
。

 

■
岩
手
県
大
槌
町
周
辺
地
図


